
令和 6 年度 西宮市ごみ減量等推進員研修会 

「なぜプラスチックを分別しないといけないのか」 

講師：環境省登録 環境カウンセラー 仁保 めぐみ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

① プラスチックの歴史 

1869 年 セルロイドの開発に始まり、ベークライト、ゴム、ポリ塩化ビニル、ナイロン６６、、、とプラスチックは便利な

素材（加工のしやすさ、軽さ、耐熱、耐衝撃等）であったため、開発が進んだ。 

1939 年 第二次世界大戦では、軍用プラスチック開発が進み、レーダー（高周波絶縁材）、パラシュート（軽量）、燃

料タンク（軽量）、被覆ケーブル（磁気無反応）などに使われることによって、この戦争はプラスチック技術が勝るも

のの勝利となった。 

1950 年 戦後、プラスチックの用途は、おもちゃや家庭用品へと移っていく。 

1960 年～1970 年代 スーパーマーケット普及、公害対策基本法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法など高度 

経済成長に伴って法律も整備されていく。 

1980 年 レジ袋・レトルトパウチ食品、人工心臓、ペットボトル、ラップ 商品開発 

1987 年 １００円均一ショップ本格展開 

1990 年 プラスチックのリサイクル推進 

2015 年 SDGｓ採択 

2018 年 海洋プラスチック憲章 

2022 年 プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律（プラ新法） 

【まとめ】戦後 70 年ほどでプラスチックの開発は進み、高度経済成長を伴って、大量生産、経済優先が先行、 

法整備が後手になった。 

 

② 高度経済成長以降の生活の変化 

 

昭和 30 年代の暮らし    現在 

                               

り                                ガラス容器の利用 

                                 紙袋の利用     代替素材はないか考える 

                                 金属の利用 

 

 

プラスチックと上手に付き合えばお金も浮いてくる 
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③ プラスチックをめぐる環境問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ これから私たちはプラスチックとどう向き合うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤西宮市は令和８年から分別が変わる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


